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研究の目的 ��i6ｸ*ｨ齷�(馼�ｸ,�,(*(,I��k�+Xﾘx*H+�,h,X�8怦ｧy4�,位兩ｸ.(ﾖﾈ*i_ｸ/��養っていく理科の学習のあり方について，第2学年物理領域と化学領域 

における実践事例を基にして事例的に明らかにすることを目的とする． 
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1．はじめに

中央教育審議会答申（平成20年1月）（文部科学省2008）の中には，学習指導要領改

訂の基本的な考え変え方が7項目示されている．その一つが思考力・判断力・表現力等の

育成である．この背景として，子どもたちの学力に関する各種の調査結果において，いず

れも知識・技能の活用などの思考力・判断力・表現力等に課題が示されていることが挙げ

られる．これらを受け，中学校学習指導要領理科（平成20年3月公示）（文部科学省2008）

では，科学的な思考力・判断力・表現力の育成を図る観点から，科学的に探究する学習を

一層重視して改善を図るとしている．ここでは，従来の「調べる能力」を「探究する能力

の基礎」ととらえ直し，目的意識をもって観察，実験などを行うことに加え，観察，実験

の結果を分析して解釈する能力や，導き出した自らの考えを表現する能力の育成に重点を

置くこととしている．そして，児童・生徒の実態や，時代のニーズとともに，理科の教科

指導においても，改善の具体的事項として，

①身近な自然の事物・現象について生徒が自ら問題を兄いだし解決する観察・実験などを．
一層重視し，自然を探究する能力や態度を育成する．

②科学的な知識や概念を活用したり，実社会や実社会と関連付けたりしながら定着を図る．

③科学的な見方や考え方，自然に対する総合的なものの見方を育てる．

が示された（長野県教育委員会2010）．

また，今回の改訂の特徴として，

①科学に関する基本的概念の一層の定着を図り，科学的な見方や考え方，総合的なものの

見方を育成すること

②科学的な思考力，表現力の育成を図ること

③科学を学ぶ意義や有用性を実感させ，科学への関心を高めること

④科学的な体験，自然体験の充実を図ること

を示し，科学の基本的な概念はある程度学習を積み重ねながら，少しずつ高度なものに変

えていくことが重要であることも示された（長野県教育委員会2010）．

実際に，これまで筆者らの実践してきた授業や生徒の様態を鑑みると，自分や他の生徒

の考えに触れながら自らの科学的な見方や考え方の高まりを実感できる授業の構築が望ま

れるところである．そこでは，これまでの授業実践を再評価するとともに，平成24年度

から完全実施される新学習指導要領において求められている思考力・判断力・表現力の育

成を目指すことが必要と考える．そこで，中心となる事象を提示することで課題を明確に

して，元を貫く課題を設定したこと，一つの事象にかかわり，そこから疑問や課題を導い

て解決し，日常の事象に結びつけていけるような単元計画の工夫を行うこと，′もう一度自

分の考えを見つめ直す，揺さぶる場面を設定したり，異なる考えの友と伝え合う場を設定

したりすることを，探究過程の中に位置づけ，これらの活動場面で，中心となる事象につ

いて説明し合っていく中で，他の生徒と考えを伝え合うことを通して，自分の考えを修正

したり，確かにしたりしていく過程を経る中で，科学的な見方や考え方を養っていくこと
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ができるものと考える．それによって，自然事象について説明し合うことで，科学的な見

方や考え方を養っていく理科の学習のあり方の構築が示唆されるものと考えられる．

2．研究目的

本研究では，生徒が『自然事象について説明し合うことで，科学的な見方や考え方を養

っていく理科の学習』のあり方について，中学2年生の物理領域と化学領域における実践

事例を基にして事例的に明らかにすることを目的とする．

3．研究方法

3．1実践1

（1）単元名・学年・時期

単元名「解明しよう！音が発生する仕組み」（2年「電流のはたらき」）（全7単位時間）

授業学級：第2学年2クラス（計36名）

実施時期：平成23年10月

（2）素材の教材化

過櫨 乂俤��寮絆鉛版値 檮8踪,ﾈ辷ﾆ��生徒の婆（）や昏識 

出 ����ﾈ岑,ﾈ6ﾘ,(*(�H7��7ﾈ.(6�5�68,b�‘晶蒜詣謂誌詣笠 �����ﾜ���ﾉeﾘ�>景xｹW��’霹魂遠雷品音符箭芸と呵ノ雌 

学ジカセのイ �,h/��ｨ�(,X*ｸ.��"�うに催すこな・已振動相原閑は ���E�iOｨﾛﾉnﾈ/�,h+x+(+X-ﾈ*H,b�
ヤホンジャノ ��Xｻh�(/�,i~�-ﾈ+��h.�.h*H,��磁覇と喝流細岡激が開陳心てい 
タと療絞され �+X,H*�*ﾘ+�,h,X�H�X44ｦﾈ��+��ろこいこ気付くこトができる上 ��Xﾗｩ��.�5(48�X8ﾈ.�[�+X�H,H*(.�*�.x�Hﾖﾒ�

睾 �,H*(.�5(488ｲ�Hでは青が葛生しない二七 �*H,�+�.�"�が艶象しているんだ】 
つ ��や．コイ弟虜喝軒蹄から．い ��X�ｪｨ/�Ih鮭+Xﾘx*H.h*H,��8+r�・磁石にコイルを近づけないと音は聞ニ 

と音が奄食しないことか �+����,X�H�ｦY�x+ﾘｬ��ｩj�/�e靈��見な蟻 
ら．唇音とコイJLが醇し �,X�X*�-�.�.h*H,�+x.��"�・磁石と勧勤務れでいるコイルがなけ 
ていることに呆軽くことが ヤ藩為所 剴E果振動が凝督ないんだ3 

慧 む ����嫌_ｹ6�,h�"�・ソシ万一巳から代れでくも一零 �.�7X5x*�+�*�.~�ﾍﾈ輾.�,H*"�■コイJレも革町ILていiから，きつ七曜 

親した発光ダ 凛ﾈ/�ｴ��8+x.�?�7�*�,X*ｲ�.儺��るのではj飢、、う倉見を沖も受 倩h*ｩ4x,X,X*(.�7ﾎ.�+�*�.x�H��-r�
イかド 剔梶D「ど■うやって確かめられ鼻 �,I�ｨ+ﾘ+XvB�

か」と問うことで　電　熱流れ ��X8�5x4ｨ5ｨ*�.y�X､�ｷﾉzﾈ.ｨ,H*(.�/�+����B�

驚㌢る必婆感激も戚愚よう �+�*�.x�I��48v�梭+�.�6ID�,Izﾈ.ｨ,H*(.��/�7X�"��Y)Y��*ﾘ�Fx+X,H*(.儻X,ﾘ,x*H+X,H,�/��+�.ｸ*H�"�

脛石のま才）撃 ��X泗��,ﾈ.h,�9X��柯�Nｨﾉﾈ*�:��‘野　ii馴耗しているといつ署嵐 ���f饉(,i�h肩敲琪,X�IOｩMｸ,ﾉ�x��,ﾈ肩ｴ��
成界・ �+���59[(/�-ﾈ*(+ﾘ.��H6ﾔｩ?��を絢も受け．r鉄粉とお泣磁針を 仭�/�ｬ�8,X*ｸ.�/�ｵB�

畷針・恕匿いたりすること 冢ﾉ�ﾈ�Uﾈｶ��位ｹm�廝�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��"�・‡落石瑚餅の向きも封鹿からS藤にな 
で．凝着のまわりの脚と ・緋向きを調べることが で馨る意 凾ﾁているぞふ 

†電流瞥流しだ 冴イルの東わ かの区界 ����I�ｹ��j�+9�x������ｨ/�;ﾘ*(+ﾘ.�+x.��ﾈ+��‘蒜蒜讐雷語義岩音孟姦 界がゼうなっているのか＿と耶 ���ﾟ�.ｨ��ﾌ�､�H.h.�.�mI~�,ﾈ4ｸ*兔xｧﾈ*｢�
雲覿㌔ ・ヨイ欄の向ききも笹石みたいに． 

羞㌫譲謁踪羞 ことができる鈷 �*H+�,h�v�59[(.$､ｨ莱vｨ����+X児��ｸ�9�8.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�*H,�+xｿ�*��銅勧鳴S極になっているぞ。 

意　・ ��X4�5h4ｨ5ｨ*�.x5(488ｸ,僭��■閥駅こ毒抒るアブンコ稽院 ���琇tx+��ｨ毖ﾅ�.ｨ,X*(.�*�.x���傾*ｨ�ｲ�

る魔転機斬ることで夢 �/�*8�8+x.�+�,h,X����6Izﾈ,ﾈﾌ�.��からもWからも流れてきている鷹 
漁匪魯確餞勒向きについ ◆頂べることができる． �,�,(*(,X霾7�+ﾘ*(,h*(*H�8ﾊ冩｢�N�+�8ｴ�6H��zﾈ.ｨ/�yi�8.��+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h処+�+�.魔�・今まで学習して溶た喝糀　達　観 

凰こ′ランコ ��X8ﾘ488ｸ諸>ｸﾝ�,hﾟ���,ﾈｾh､R�■コイル礪罪と磁石の脚が願 ��848�,�X/�zﾈ+x+�,h,X�I|ﾘ/��9ZR�

㌍ ��inﾉnﾈ+Xﾘx*(�H4ｨ*ｨ�(*�,��℡し合うことで．力が生じるか 仂9ty�ﾈｧﾉ�ﾈ���

で狂石が聴く様子を観察 俛Hｭ顫ｾ:俤hﾆb�▲電流を流したら．一一こ，カ向に動いて立案 
することができ竜巻 凾ﾂてL薫ったタ排してないぞ凸 

きる上うにするこ ��Y'xﾏﾈ*ｸ/�¥�*h.�,h�Hﾍ��駭ﾉ:�*ﾙT｢�*ｸ*ｩ¥�.ﾘ,�+ﾘ���B�

肇 ワ �6ｨﾈ(竧,ﾈ�Hﾝ�,ur�・ス1ト一号一・富力解していく ����.ﾘ7(��耳淑�颯�,ﾈ.�.�ﾈ(*�.x耳��ﾙﾂ�■ニスと■一一万－も匠石とコイルからできて 

カ・闇 �+�,h,X耳�����5(486ﾘ+X*�.x,R�が発生するのまどうしてかjと �*(.仞"�

垂でい・るこ緋こ螢′　できる。 冢(*H+�,h,Tｩ�嬰ﾈ,X,ﾈｧx�/��R�・スビ印譜園から皆が発生する理由も譲 
り堰や．挽明できるよ引こず る。 偖�Uｸｬ�-ﾈ��f(���X�嘯�

（3）単元展開
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（東本時の主眼

磁石に電流を流したコイルを近づけると振動する仕組みについて予想を確かめる場面
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で，コイルに流れる電流の向きや強さ仁磁界の様子について調べ，その結果をもとに事象

のしくみを説明し合うことを通して，コイルと磁石が振動する仕組みを兄いだすことがで

きる．

（5）本時の展開（一部抜粋）

；島 根 乂x�ｨ�:��乂x�ﾆ�沽�｢�予納きれる坤緋の拓イ）や資鰻の滞れIll　現　題　　¶　　　　！　教師の佃への支捜　‡ 

導 入 ����8,��x休+X+ﾘ5"�488ｸ,h鷓��*ｨ�(ｼ�+r�.俶I�x-ﾘ,hｦﾘ*�-�.��_ｹd�,�,(*(,IJﾘﾏX+r�.��"����9�ﾈ�｢�l学習問題：俄流を託したコイルと立石に上って．どうして董勤が　　　　　　　　起きるのだろうか．l 

屯流の向きによって．コイル屯流が流れるコイルの周りに　コイルに流れる屯託の庇が 芸琵誓軍遊戯学芸喜婁軍票姦配等禦閤卜　憫折詰野馳 J【コイルの産界封ヒ削　　沌託の大きさ削 

コイルに流れる龍流の向き　　電流が流れているコイルと磁　　　　　　　■屯気プランプのコイルに沌 

塩紬警矧閻讐秤朴でl葦諾葦槻急芸 
ll学習策靴や迫を碑かめる美貌を行い．磁石とコイルが振動する　　　　仕組みについて説明しよう。l 

展 開 �(��ﾋ�/�ﾗ8*(�8ﾈｸ惠/��ｧx�L�-h鰄+��.��B�H��ﾋ�Lx�逢x�ﾊX�｢�逢x�ｸ�,ﾉ(h,X�8��ﾋ��Lx,Xﾗ8,�+ﾘ傚�h/�Jﾒ�ｧ�+Xﾘx*H�B��乂x����｢�H.�*H自7溢�ﾋ�7ｨ,��m�.��9�ｸ*�-�.��B��們�ﾋ�皷m｢�富雄蔓墓室一題塑墜1萱葦粘描 

雷撃粗儲観覧摺空言 流れるんじゃないの．本当に 摂動するのかな． 偲派は＋から一に流れるん ■よ　オ‘ 緬:��X+ﾙ����,ﾄ�8,ﾒ�刑J(/�嫉{8ﾆ�2��ｨ�ﾚ靺駭ﾈﾕ�*h.�+�,b�l l l l l 

星禁監護お墓霊雲慧禦莞■星雲慧慧1 
腰攣攣彗 ��隶ﾈｪ韭��ｨﾋ���ﾉ%8ｹﾘﾈ),H�����
J讐品㌫㌫芋蔓警告冨描詣若君儲韻書　　握崇て孟宗雷駅穿高 
実験をするこ）識かに磁石が 左右に動く． 傚��佗x��ｯ册ﾒ�が変わる．逆方向に軌くそ． 　1 

5実験を通して．摂動 が起きる理由に説明 し合う． 　T飼人→全体】 �����6��uｨﾆ�,ﾉzﾈ.ｨ.�:��*儿8.ﾘ.���>册8,ﾉ:��*ｩ¥�ｸ+x.�+�,h,X�X���顏�,ﾈ�(.�8ｨ��*ｩ9亂(,佗��ことで笹界の様子が変わる　コイルの：矧S凝鋸粁変化す勺こ んだ．だからコイルのⅣS極とを確路できた．能登の向きが ！　　　　　－わ▼ 剩Y芸嘉一蕾；＿宣誓学芸竃染 

写至芸蓋準重量車閑静箸蔵写　真禦警いた‡ 
終 末 店�hﾇh鳧,ﾈ�(.怨X.�,��ｴﾉ?ﾈ+X�9;iUﾈ+Xﾘx*H�B�ﾈﾌ)�ﾈ自�8��｢�　⊥ l冨鮮蓋重要照牽引 

3．2実践2

（1）単元名・学年・時期

単元名「カルメ焼きをふくらませる白い粉の秘密」（2年「化学変化と原子・分子」）（全

6単位時間）

授業学級：第2学年1クラス（計36名）（（1）と同クラス）

実施時期：平成23年12月

（2）素材の教材化

過振 ��hﾝ��素材嘲価値 仆8踪,ﾈ辷腕�生得の姿や意識 

許苦りに柳 ��Y�nﾉeﾙUﾈﾇﾈﾇ夷ﾉd��儲馳葦腎謎 竸�Xﾇ��xﾊｸﾜ�9�95ｹ��
ミニ幣き旨諾芦品撼 ナトリウム←願臨紀伝＝ナる 倆86�6x8ｨ5�8�/���*h+ﾘ鳧,iNHｧ"�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��"�霞駕瞥昆畠ギ音譜。砂糖水 
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皇 軍 ��ことができる。 ��｢� 
詔：隋託った砂 ��h-ﾈ,�+ﾘｷ#�$eX,�,��▲江原祭った朋沐｛、．灰附 ��X4ｨ8ｸ8��+8,ﾉ�ﾈﾈuH+�+ﾘ*ﾘ+8/�,ﾈ�x*�-��

つ �9ﾉ�X,�%兩ｩ�R�ったところで．加熱をや軌炭 ��hｸ阨H蕀�yk��'�*ｨ.�,H.�.h処+�+�.��B�いている。スカネカだよ。この大ってな 

監毘訝 ��8鋠)X鷓5������I4ｹ~隴瓜Xﾝx*h.�,h+�*H+R�
（カルメ焼き） �4ｨ8ｸ8�ﾎH*ｸ*ｨ,X*ｸ.��I%佩ﾒ�‘曇憲襲撃警静 �,H-8*ﾘ.x-�,ﾈ*�,��I(h,X,x/�,噂�ｨ�~ﾒ�

ナトリウムに関心を向けるこ とができる． 凾ｫているのだろう机． 

打 つ 込 む ��鞁�8�*ﾙ^i��8���*��■酬椰　トト　ワ血を刀閣翳㌻ ��Xｪ�ｷ(�ﾍ�eﾘ+X,H*(.�,h�ﾃ�7ﾈ+X,B�・屈脚部潤丁トリグム珊汀‾ることで何 

過ム町加熱 亳�Th顋Dhﾈ)���哲賢慮甑好転 ��I��/ﾈｹ�8y&靜�*ｩ_ｨ+R�

鶴鵠罷慧鞄給ヒ 僵ｨ*ｩJﾙ�h��+X,H*(.�,ﾈ4ｩ9h,in8*B�ていそうだ， ことで　鰊潮に着日でき ����8ﾇ�,h*(*HﾎｨｾX*ｨ*�.�,ﾈ,X�9�YIXﾋｹ�b�
とができる． �.�.h*H,�+x.��してそう鑑 ▲盟姦嘉缶既報 ���ﾇ畏佗xｮ陌h褸ｬI=ﾂ�‘靡駄配儲亀訊扱 

警富民重き嵩撃讐票 できる。 �'ｮ､x��[韋��璧生来凝買豊三流な訂 
民放諏許す守 ��YK�ｷ){H蓼+X+ﾘﾌﾈ,ﾎ�9'��▲鶉脚l党営したと等見ている！已 ��Y>YXﾘ�(�ﾇ���(*(�鼈,ﾈ+ﾙ�ｨ�C�ｺ�+h�黷�1リウムと炭酸 砧岩窟の ��ﾜ�R�誌冨慧燕膠 ���薨oB�

伐口熱前後で �.兒�(����ｸ+X+ﾘ,h,h.x*h,��と潤うことで．勧賞の性質に替 ��X仰�*��x,x�9ｽ�H-x.x.ｩKﾈｾX+��2�

讐警務蜜 どの比拗 �*ﾘｷr�Eできるようl紙 

皆 つ �4ｨ8ｸ8�鵫*ｸ,2�*ﾘ.��闇鞄寵 ��KH�ﾋ��閏ﾂ�*(*H�(-ﾘ,H-8*ﾘ.x/�+�,ﾈ*鳴�‘讐憲禁聖議昏 
幣紘錆空音際 佶ｨｾ����.�ﾈ(�9�I���坪数鑓蒜蒜璃聖乱 

うにする． �+X,H-8*ﾘ.x-�/�u��,H�I�ｩ�ﾈ.�,(*�,�*"�¥�ｸ*ｨｴ�*ｸ,H*(+ﾘ/�+��r�

（3）単元展開
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自分の干魚を
耗かめる袈晩
を軌ヽ．その
結果からカル
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いて考える。

力強後の白い
脚．二酸
化紬を発畠
したことで．

き遭喜幼顔
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琵讃整
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哲男粟野舘慮卵室
凱貞如飯で痛感

陸産ギ
：メ虎さがふくらんだ現由；
】患説明できるようにするa王

室‡苦張

ういう変化をしているの

沖かレメ磨き

酢整避訟詑整きき感詐評訝るん

酬ナトリウムを力断ると．和暦のロのところに蔽
伽がたまる。二酸†鮒でなく水も発生していたんだ，
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穂かめるカ浩
を指えるさ
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べカルメ焼
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て．説明し合
う．
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芸蓋蕊違憲憲言語ミミ泣虫埋
くらんでいて，恕故もつかない変化郎起きてい賦

監無勢
整理し．帽分の現明を見‡
虹そうjと催すことでiガ
ルメ鮭資の中側；

義蕊憲嘉掛
るようにする．　　　；

質を比破す
る其騒方法
を考えるこ
とができた
カゝ（ウ）

○硯明し合う
ことで．分解
していくこ

とを兄いだ
し．カルメ臆
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む仕組みを
説明できた
か．（イ）

0異なる性質
の胞淀八分

解すること
を艶解する
ことができ
たね　コ芯）

（東本時の主眼

炭酸水素ナトリウムがカルメ焼きの中でどのように変化しているのか，カルメ焼きがふ

くらんでいるときとできあがったときについて図や絵で説明する場面で，炭酸水素ナトリ

ウムと加熱後の白い物質を粒の様子，熱したときの様子水への溶け方質量について比

較する実験を行い，その結果を根拠にカルメ焼きがふくらむ仕組みを友と説明し合うこと

を通して，炭酸水素ナトリウムは加熱することで，二酸化炭素水を発生させ，異なる性質

の物質へと変化していることを兄いだすことができる．

（5）本時の展開

鳩 乂x�ｶｨｴ��Xｧxｴ���Fh�ｩfﾘ����[ﾈ�(+8.ｨ.儁YEﾈ,ﾉKﾘ咎y8����ﾉ[i&H*ﾘ.�,iUﾙV�*ﾘ���｢�剄ﾗ 

落、 入 鹿 綿��������������������������������������������������������������������ﾂ��5 1ロ 5 10 

ll　学習聞頂上炭酸水鮨ナト抽抽加えること乳かメ鮭紺どうし囁くらん肋だろうね　Il 

1前時を振り返り，炭酸畑 佶i:�+iI(*)�hﾟﾈ6�7(自��ｹiｨﾌﾈ鑄,Y{�,ﾉ���・茂った白い抽髄と炭東水鮪ナトツタ 

ナMサ摘朝紬級瑚踵 倡�ﾆ位�.ｨｬ(ﾆ�,�,x,ﾈ.�*ｨ*(*ｩZｨ*�5H+ｸ*H+����ムは同じ胎齢母親したことを確 

描べる●●　r掛勧める ��ﾙI(.�����,ﾓ�D��X��+X,Hｾi¥ｨ+X+ﾘ�(��ﾏｸ.�-�+R�かめる‘ソ1払示し　見通しをもっ 
【芸朋 �����������������������ﾂ�,Hﾊ�,H-ﾘ.h*H�"�　　　　I で千線を掛1めることができるよ 

◎水への結けカで比較するこ七もできそう温 顔脚儀ではコ酎臓が詔生した放棄丑が変化 ■しているはヂ亀加触弥汝の放随舷してみよう。 �*Ie��

学習課哲：加熱折後の肋洞じ柚担醐1軌結果をもとに，肋無ナ日夕ムがかレメ漉きの印でどのような 
酸化が起きていたの動力ルメ焼きがふくらんでいる乾田束上がった牧にづいて詳細を用いて説明しよう凸 

皇　各の嘲他線か ��ﾙ%伜��Yz86�6x8ｨ4X8�,h��Dﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾉZ磯�,ﾘﾊ�+ﾙOｲ�t予憩を確かめる嬢を行うように 

める央政を行う。 �,X,ﾘ-�,h/�,xｾi¥ｨ,X*ｸ,⑧H,X.���ﾋ�ﾌﾈ鑄,Xｬ�ﾘ+r�促し．尖政で出会いたい軍旗と出 

【環】 ヨ各クフレープが行った共覿結 �.�,h�I%兩ｩ�X苻6�6x8ｨ4X8�ｧﾘ･�,ﾙ'�v��会えるよう朝触行うこと 
◎水への熔けガではナ加餓後の白い始証はよく溶けた �,X�I�8ｦﾘ,�-ﾈﾊx�.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

◎炭酸水無ナトジ汐ムの宜丑抹00雷だった。しかし． �.�.h*H,�+x.��B�
加熟した後党政を剋ると，▲▲gだった炭酸水彊 ��XﾅXﾋ�ﾈｸ惠/�{ﾈｼyXﾘ+�ｯ�*ｸ�Ik��(ﾙR�

ナトリウムの約咄那失われでいも． ��Ieh-i�竟H+X,I=x麌+x.�.h*H,���/ﾂ�
◎他町班の結屍も加熱釣の紗許と異なる性質のもの �+�,h,X�H+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾉ¥Hﾙ(/�ｺItﾈ,R�

顔遼儲赫拍一為。【重刷 4舟／レメ焼きがふくらむ鮎 價ｨ,i¥�ｸ+X,H*(.�+�,h*ｨ.ﾘ*�.��"�替るよ引こす‰ 
◎炭散水鮪ナトジダムから三郎もコ較化虎教と水が発 ��Yth.)�ﾈ,ﾉ�7h.ﾘ匯M9M��&ﾘ.��
生して■し崇ったん藍加熱綾取軌喘lち二酸化 �+ﾘuh*(*Hﾖ9^H,ﾉFｸ/��(+�8*��H穀�

炭封とカが抜けでしまったものなのかぬ �,�.��X,ﾈ�8ﾊ�*�.x��Dﾘﾎ8,ﾉI(*"�

◎畠分の束致捺染だけでなくr京の架線衆を開くこ 倬Y+ﾈ,i%伜��Xｺ�6�6x8ｨ5�8�,ﾈﾖ扱��
とで．炭酸水離ナトリウムと加熱後の白い他覚は連 �,�,(*(,INH矯,X*ｸ.�.h*H,�+x.����

う物資であることカ昭弓蕗になった。 几�.�*H�ｹNhｧx�攤貶,冦�.�+�,h自�b�

◎かレメ磨きがふくらむ浸鋸も二酸l勝発生ナ ��ﾈ,ﾉ�侏�/�ﾗ8,�+ﾘ-�8ﾈ�ｸ7h,ﾈｻ頷��
について∴炭放水顔ナ斗リグ �.�+�,i��.ﾘ*�,�,H*(+ﾘ*�,x�H+ｸ,ﾉ?�褸峪%冑�,ﾘｼ�4r�を約にし　カガレメ焼きがふくら 
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周 �8��(+��imｨ+X,Hﾖﾈ*h.佇ﾂ�水療ナトリウムが変ikすることによって発畠して �/�+睆ﾘﾞﾘ+�,(*(,H齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�.��10 
‘r隠ノヾ→全体】 6友の語義を開いて．もう－ �*(+ﾘ/�yR�てるようにする。 ・表の意見に納船する婆を待ち受けJ rもう一度自分の考えを見つめ旺 そう」と†酎▲ことで．自分の考え を良泣Eできるようにする。 

済鰐鞄星 ；から附る。l 働説明できず悩んでいる生飴～ 

＿▲二政†脚水が抜けてしまったということを．炭 �(.���(-8*ﾘ+�-�,ﾈ,儺ｹwh,���_ｩfｹ%��

座自分の考えを見つめ胱 �5ｸ6�6x8ｨ��5H8�,ﾉ(h,��Hﾈｨ,h+X,Hｨ#��8ﾈ魔�規が田だ決りの物質はどうなって 
【個人】 ��*ｨﾋ�,�+ﾘ+�,h.��(�(��,X*ｸ.��B�いるのか」と問うことで，伽 

・色とな物質が集まって炭煎水彊ナトリグムガできて �6���*�x*�.ygy�隕ﾙo�N(*��

いることを表現で曹る。 �+ﾙZ壱�,�(Y?ｨ,Yz�.�.h*H,�+x.��"�

終 茶 塗��ｧx�,ﾉ�X.云H.�/�ｬ8*ｸ�IJﾒ�＠△△君の覗明を開いたら，カルメ焼きがふくらむ現 ��Vﾈ4ｨ8ｸ8��h*ｸ*ｨ-8*ﾘ+�,謁ﾙu(,�,(*"�10 義をする． 冰(,�,(*(,H�I%兩ｩ�Xﾙ(6�6x8ｨ4X8�,ﾉ¥�ｸ/�:X-ﾈ*h,B�て，今の塵分の考えとそう考えるよ 

Ⅰ琉人・朗】 兒��X.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�B�引こなつた原因について摂り簸ろ 
◎みんなの考え増税明を開くこと凧　陥師＼く硯明 �*H�h,i�8+x+�,h,X�Iv韜�,ﾈｧx�/��R�

ができるな， �.云H.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��"�

4．結果と考察

4．1実践1の分析から

本研究では，抽出生徒が事象について説明し合っていく中で，他の生徒と考えを伝え合

うことを通して，自分の考えを修正したり，確かにしたりしていく過程の中で，科学的な

見方や考え方を養っていく姿から，学びを支えていくものについて明らかにしようと考え

た．そこで，様々な事象に出会ったとき，既習事項や生活体験を通して「この考えはどう

だろう」「この考え方で説明できるかなあ」などと様々な角度から思考を進めて考えようと

する生徒，また，出会った事象に対して，素朴な見方・考え方をしている生徒，会話や発

言，つぶやきなどがあり，しぐさや表情，行動から思考を読み取ることができる生徒，学

習後の高まりが期待でき，その過程を読み取ることができる生徒，等の理由から，実践1，

実践2いずれともAを抽出した．

授業評価を行うにあたって，実践前後で概念地図蔭によるアンケート調査を実施した．

抽出生徒Aの事後アンケートを事前アンケートと比較すると，『コイル』『交流』『磁石』『シ

ンプル』といった振動の原因になる科学的な用語が多くなっている．これは，この単元を

通して，スピーカーから音が出る仕組みについて，電流のつくる磁界や磁石のつくる磁界

について追究してきたことや，実際に普段の生活の中で使用されているスピーカーを分解

して構造について確かめてきたことで，コイルに流れる電流によってできるNS極と磁石

のNS極が関係していることについて理解してきたからではないかと考えられる．授業後

の学習カードにも「電流の流れる向きが変わることで，コイルのNS極も素早く変わるこ

とによって，振動（反発したり，引きあったり）する．音楽の大きさによって，電流の量

も多くなったり，少なくなったりすることによって，振動する．」と記入してあったことも

あり，スピーカーから音が発生する仕組みについての理解は，単元導入前よりも深いもの

になったと考えられる．

4．2実践2の分析から

次の項目についての事前アンケートを単元導入前に行った．
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①お菓子作りでよく使う重曹を知っていますか？②重曹の本当の物質名を知っています

か？（卦ホットケーキをつくるとき，重曹を使うときと使わないときでは，どんなちがいが

ホットケーキに現れますか？重曹を加えたホットケーキでは，③のようなちがいが見られ

るのは，重曹を加えたことで，どんな変化が起きているのか，絵や図，言葉などで今まで

学習したことを跨まえて，書いてください．⑤重曹について知っていることがあれば教え

てください．

抽出生徒Aは，次のようにアンケートに答えた．

①知っている．②知らない．③重曹を使うとふっくらと膨らむ．④熱を加えることで，生

地をふくらみやすくする．空気が膨張すると一緒に膨らむ．また，それを助ける働きをも

っている．⑤汚れを落とす．

このことから，Aは重曹は膨らませることに関係する物質であるというとらえをしてい

ることが分かる．しかし】④の項目にあるように，空気が膨張すると一緒に膨らむという

記述から，重曹そのものが膨らむイメージをもっていると考えられる．

次のプロトコルは，第4時の顕微鏡で観察した結果と友の結果からカルメ焼きが膨らむ

理由について考える場面である．

A4：白い粉から二酸化炭素と水がでるよね．

B2：残った白い粉はどうなるのかな．

A5：水への溶け方とか関係ある．

Cl：わかんない．

B3：水に溶けったってことは抜けたんじゃない．

A6：えっ．水には溶けるけど，水蒸気にも溶けるってこと．

B4：水蒸気に溶けて抜けていったんだよ．

A7：そしたら，そしたらナトリウム残ってないんじゃない．

Aは，BやCと黒板に掲示された異なる実験を行った結果を参考に自分たちの考えを伝

え合いながら，考えていた．顕微鏡で加熱前後の物質は異なるものであることについて，

確認できていたため，Aは，B2にあるように，「加熱後の白い粉はどうなるか」について，

3人で話し合っていた．他の班の行った水への溶け方についての実験結果のちがいから加

熱前後の物質について考えた班の結果から，A7のように「溶けて，水蒸気とともに空気

中へいってしまうのではないか」と考えるようになった．そして，学習カードにまとめた．

単元導入前では，カルメ焼きが膨らむ原因として，炭酸水素ナトリウム（重曹）が熱を

加えることによって膨らむからと考えていたAであったが，単元を通してその見方が変容

してきたように思われる．炭酸水素ナトリウムから二酸化炭素が発生する実験を行ったこ

とで，発生した二酸化炭素によって，カルメ焼きが膨らむことを見出していった．そして，

加熱前後の白い物質を比較したことで，二酸化炭素や水が炭酸水素ナトリウムから発生し

て，別の物質へと変化していると結論づけることはできた．

4．3成果
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（1）事象との出会いについて

単元での事象との出会いにおいて，その事象に対する興味・関心を引き出しながら，そ

の事象の本質に迫る見方や考え方をもつことができるようにしたことは，生徒一人ひとり

が課題を明確にもつことにつながり有効であったと考えられる．そして，事象との出会い

で生まれた「問い」について，生徒が自分の予想をもち∴「問い」について解明していくこ

とを通して，出会った事象について説明していこうとすると生徒を揺り動かす原動力とな

ったと考えられる．

（2）揺さぶる場面を設定した点について

既習内容を踏まえ，出会いの場面で出会った事象についての説明を，もう一度見つめな

してほしいと考え，今の見方や考え方が揺さぶられる場を設定したことによって，今まで

説明してきていた自分の考えについて，もう一度見つめ直し，友と事象について考える必

要性が生まれ，もう一度自分の説明を見つめ直し，考える姿に出会うことができた．この

とき，生まれた自分のわからなさを乗り越えようと，友と考えを伝え合おうとする姿も見

られ，そこから自分の見方や考え方を深めることができた．

（3）異なる考えの友と意見交換できるグループを構成した点について

他の実験を行った友の結果や考えと出会うことで，自分の考えを修正したり，確かにし

たりできるのではないかと考え，異なる実験を行った人同士でグループを作り∴結果を共

有する場を設定した．自分の実験だけでは，説明するのに不十分だという思いから，他の

実験で確かめた友の実験結果や考えについて聞きたくなる姿も見られたため，異なる考え

の友と意見交換できるグループを構成した点は有効であったと考える．（誰がどのような予

想から実験をしているのか分かるものがあると良かった）

以上のことから，中心となる事象を提示することで課題を明確にして，単元を貫く課題

を設定したこと，一つの事象にかかわり，そこから疑問や課題を導いて解決し，日常の事

象に結びつけていけるような単元計画の工夫を行ったこと，もう一度自分の考えを見つめ

直す，揺さぶる場面を設定したり，異なる考えの友と伝え合う場をしっらえたりしたこと

で，友と考えを伝え合う必要感が生まれ，友と伝え合う中から事象を理解したり，見方や

考え方をつくりかえたりしていく姿が見られた．このことから，事象にらいて説明し合っ

ていく中で，友と考えを伝え合うことを通して，自分の考えを修正したり，確かにしたり

していく過程の中で，科学的な見方や考え方を養っていくことができたと考えられる．
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